
口蹄疫の確認からの流れ (4/20 ～ 5/10）

宮崎県 政府
4/20 宮崎県で10年ぶりに口蹄疫感染確認 農水省、日本産牛肉輸出全面停止

4/21 消毒薬は現地の組合が用意するが不足

4/22 農水副大臣
「現場の状況について今初めて聞いた」

4/25 殺処分の対象が1000頭を突破

4/27 東国原知事、赤松農水相や谷垣自民党
総裁に支援要請

4/28 国内初の「豚」への感染疑いを確認 自民党口蹄疫対策本部長の谷垣総裁、
現場視察

4/29 農水副大臣が宮崎県出張
（現場には入らず生産者への面会もなし）

4/30

・ 自民党口蹄疫対策本部、
　政府に42項目の対策要請を申し入れ

自民党

・ 口蹄疫により被害を受けた畜産農家に
　融資を行う中央畜産会を仕分け

・ 赤松農水相は夕刻に南米へ外遊出発

・ 自民党、政府に6日7日の委員会開会を
　要求 拒否

（この段階になっても国から宮崎県には一箱も消毒薬が支給されていないことが判明）

5/1 鳩山首相、熊本県水俣慰霊式に出席
（宮崎県には訪れず）

・ 自衛隊に災害派遣要請
・ 家畜の殺処分は8000頭超へ

5/2 （1例目のウイルスがアジア地域で確認されているものと近縁であることが確認される）

5/3 ・ 感染17例目確認
・ 殺処分9000頭突破

5/4
・ 感染19例目確認

・ 殺処分27000頭突破

・ 鳩山首相、普天間問題で沖縄訪問
　（宮崎県には訪れず）

・ 舟山農林水産大臣政務官、デンマーク
　出張

5/5
・ えびの市で感染確認、合わせて
   感染23例
・ 殺処分34000頭に

5/7 小沢一郎幹事長、宮崎県訪問
（選挙協力要請のため）

5/8
・ 赤松農水相帰国
・ 栃木・富岡よしただ講演会結成大会に
   参加

5/9 舟山農林水産大臣政務官、帰国

5/6 口蹄疫対策本部が追加対策を政府に
申し入れ（3回目）

5/10

赤松農林水産相、宮崎県庁で東国原英夫
知事と会談 (現地視察は行わず）

（現地で活動していた古川・松下議員が会談に同席。発言すると、
　　　　　　　　赤松農水相が「自民党議員の同席は認めたが、発言は許してない。」と発言を止める。）

マスコミが口蹄疫について報道していなかった間にどのようなことがあったのか知っていますか？
宮崎県内の被害の拡大、政府の常識では考えられない対応をマスコミは全く報じていません。
下の表は口蹄疫の感染の確認から赤松農水相が宮崎入りするまでの20日間の流れです。

・ 殺処分44892頭に

・ 殺処分59104頭に

・ 殺処分62426頭に

・ 殺処分64354頭に

・ 殺処分76852頭に


